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黛

昭
和
三
十
六
年
度

予
算
編
成
始
ま
ろ

建
設
事
業
の
推
進

　
昭
和
三
十
六
年
度
予
算
編
成
は
、
目
下
担
当
課
で
整
理
、
近
日
中

に
成
案
が
出
来
る
見
通
し
と
な
（
て
い
ま
す
。
昨
年
の
経
済
界
は
正

に
黄
金
の
年
と
い
わ
れ
、
当
市
の
主
要
産
業
て
あ
る
織
物
界
に
お
い

て
も
未
曽
有
の
生
産
、
販
売
成
績
を
あ
げ
四
〇
億
の
か
べ
を
軽
く
突

破
し
更
に
上
昇
線
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
こ
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
更
に
政
府
の
所
得
倍
増
計
画
推
進
が
打
ち
出
さ
れ
経
済
の

高
度
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
然
し
な
が
ら
而
の
台

所
は
十
日
町
小
学
校
建
築
の
第
二
年
度
に
あ
た
り
更
に
国
保
の
赤
字

補
て
ん
、
上
水
道
事
業
起
債
の
償
還
な
ど
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

し
が
多
額
に
な
り
、
画
期
的
な
事
業
推
進
は
困
難
な
現
況
で
す
。

◇
基
本
方
針

基
本
万
針
と
し
て

は
、
先
す
第
一
に
地
方
自
治
の
本
旨

に
則
り
健
全
財
政
の
堅
持
を
第
一
義

と
し
、
新
市
建
設
五
ヵ
年
計
画
を
麦

柱
と
し
、
市
民
の
生
活
向
上
と
福
祉

の
増
進
を
重
点
雁
策
と
し
て
、
地
域

の
後
進
性
脱
却
を
目
指
し
て
市
経
済

の
成
長
発
展
に
努
め
る
よ
う
特
に
意

を
も
ち
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
県
の
補
助
金

並
び
に
資
金
導
入
を
積
極
的
に
講
じ

消
費
的
経
費
は
極
力
抑
制
し
、
投
資

的
経
費
に
振
り
向
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

◇
要
求
額
三
億
九

　
　
　
千
万

　
現
仕
各
課
か
ら
の
要
求
額
は
三
億

九
千
百
万
円
で
才
入
財
源
ど
し
て
見

込
ま
れ
る
額
は
三
億
三
千
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
約
六
千
百
万

円
も
不
足
を
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
調
整
に
つ
い
て
は
仕
嶺
の
重
要
度

に
よ
り
慎
重
に
審
議
し
、
順
位
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

き一

◇
新
規
事
業

　予

算
策
定
に
あ
た
っ
て
新
年
度
新

規
事
業
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
も
の

に
は
中
学
校
の
牛
徒
数
の
激
増
に
対

す
る
校
舎
の
急
増
問
題
、
消
防
ム
部

の
合
理
的
且
能
率
的
な
体
制
を
確
豆

上
か
ら
新
庁
舎
の
建
設
を
必
要
と
し

て
い
る
。
女
、
児
革
数
八
O
O
を
占

め
て
い
る
市
街
地
の
幼
児
を
持
つ
親

の
牛
産
活
動
へ
の
参
加
促
進
ど
雇
用

間
題
解
消
の
一
助
に
と
市
営
保
育
所

の
開
設
が
望
ま
れ
て
お
り
、
女
工
業

関
係
及
び
市
民
生
活
交
化
の
向
上
と

都
市
ガ
ス
事
業
実
現
、
勤
労
者
の
厚

牛
範
設
と
し
て
の
市
民
体
育
舘
建
設

等
が
望
ま
れ
て
い
る
。

◇
主
な
事
業
費

　
事
業
費
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る

主
な
も
の
は
、

①
十
H
町
小
学
校
建
築
継
続
工
事
約

　
四
千
四
百
万
円

②
十
日
町
、
中
条
両
中
学
校
の
教
室

　
増
築
二
百
五
士
万
円

③
消
防
庁
企
愚
護
費
四
百
万
円

④
国
、
県
道
改
良
事
業
負
担
金
五
百

万
円

⑤
本
町
西
線
街
路
事
業
費
七
百
万
円

　
都
市
排
水
事
業
三
百
万
円

⑥
緊
急
失
業
対
策
事
業
費
七
百
万
円

⑦
保
健
衛
生
施
設
充
実
費
百
五
〇
万

　
円

⑧
国
庫
補
助
農
業
災
害
復
旧
事
業
費

　
一
千
五
百
万
円

⑨
国
、
県
林
道
事
業
費
五
百
万
円

⑩
公
営
住
宅
建
設
費

⑪
農
蘇
業
指
導
費
百
八
十
万
円

　
そ
の
他
市
厚
生
体
育
舘
建
設
、
市

ガ
ス
事
業
調
査
な
ど
主
要
施
黄
促
進

の
た
め

⑫
地
方
振
興
費

⑬
市
営
保
育
所
設
置
四
百
六
〇
万
円

な
ど
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
も

◎
国
保
会
計
は
医
療
費
の
引
上
げ
に

よ
り
予
算
規
模
は
大
き
く
ふ
く
ら
む

こ
と
は
必
然
廼
あ
り
及
前
年
度
よ
り

の
赤
字
繰
越
補
て
ん
が
約
百
五
十
万

円
位
予
想
さ
れ
ま
す
。

◎
上
水
道
特
別
会
計
は
一
応
建
設
工

事
が
完
了
し
給
水
戸
数
も
計
画
通
り

増
加
し
つ
＼
あ
り
ま
す
が
起
債
償
還

が
あ
り
国
保
水
道
両
会
計
と
も
一
般

会
計
か
ら
相
当
額
繰
出
し
を
必
要
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
で
目
下
収
麦

を
加
え
予
算
編
成
中
で
市
民
各
位
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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藻
戴

　
　
鋲

保
険
料
の
増
額
が
必
要

　
　
　
　
　
桂
新
年
度
の
国
保
の
方
向
H

今
年
は
国
保
に
と
っ
て
重
大
な
年

に
な
り
そ
う
で
す
。
何
故
な
ら
ば
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
待
望
の
国
民
皆
保

険
が
完
全
に
実
施
さ
れ
ど
乙
の
市
町

村
で
も
国
保
を
実
施
す
る
こ
と
で

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
給
付
を
制
限
さ

れ
て
い
た
入
院
の
食
事
給
付
や
寝
具

類
の
給
付
さ
ら
に
入
れ
歯
等
の
半
額

を
給
付
す
る
給
付
拡
大
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
給
付
の
充
実
を
重

要
目
標
と
し
て
の
国
保
の
役
割
は
方

向
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
而
の
国
保
は
皆
様
の

医
療
費
の
責
任
の
一
端
を
に
な
い
乍

ら
新
年
度
の
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
来
年
度
市
の
国
保
で
特
に
変
っ

て
ゆ
く
面
は
給
付
拡
大
蚕
あ
り
ま

す
。
こ
の
拡
大
の
医
療
費
の
麦
払
予

想
が
約
六
百
万
円
奨
受
診
の
上
昇
に

よ
る
増
加
が
約
四
百
万
円
で
合
計
一

千
万
円
位
の
予
算
が
新
し
く
必
．
要
に

◎◎

　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

な
っ
て
き
ま
す
．
こ
う
し
た
医
療
給

付
の
充
実
に
よ
り
国
の
補
助
金
も
あ

る
程
度
増
加
さ
れ
ま
す
が
ど
う
し
て

も
保
険
料
の
増
額
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
更
に
は
医
療
費
の
値
上
げ
実
施

に
よ
る
増
額
が
予
想
さ
れ
る
状
況
で

あ
り
ま
す
の
盃
こ
の
適
正
な
運
営
を

は
か
る
た
め
被
保
険
者
の
理
解
あ
る

ご
協
力
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
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◎◎
春
◎
◎
ま
◎
◎
だ
◎
◎
遠
◎◎
し

立
春
も
過
ぎ
て
こ
よ
み
の
う
え
で
は
春
で
す
が
、
豪
雪
地
の
十
日
町
地
方
で
は
丈
余
の
雪
に
す
っ
か
り
埋
も

れ
、
軒
に
連
な
る
ツ
ラ
ラ
も
長
く
垂
れ
下
っ
て
寒
気
さ
え
か
え
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
塚
の
こ
み
入
っ
た
路
地

で
は
屋
根
か
ら
掘
り
下
さ
れ
た
男
で
小
屋
根
の
高
さ
ま
で
に
積
り
。
こ
の
下
に
家
あ
り
”
と
雪
国
な
ら
で
は

の
風
景
を
見
せ
て
お
り
春
の
季
節
は
ま
だ
ま
だ
還
い
よ
う
で
、
す
。

固
定
資
産
台
帳
の

縦
覧

　
異
議
申
立
も
期
間
中
に

　三月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
市
役

所
及
ぴ
各
出
張
所
に
お
き
ま
し
て
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
い
た
し
ま

す
。
本
年
は
税
法
に
よ
っ
て
田
、
畑

山
林
、
畷
野
、
宅
地
、
塚
屋
と
も
県

の
指
示
．
価
格
を
も
と
に
し
て
計
算
し

た
価
格
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
土
地

家
屋
が
昨
年
と
変
動
が
な
い
場
合
も

価
格
は
変
っ
て
い
ま
す
。
．
価
格
等
に

不
服
や
誤
り
が
あ
る
場
合
は
縦
覧
期

間
中
に
番
査
の
請
求
や
誤
謬
訂
正
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
縦
覧
期
間
が
過
ぎ
る
と
台
帳

に
登
録
し
て
い
る
事
項
は
す
べ
て
承

知
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
訂
正

で
、
き
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
六
年
稲
作
技
術
㎜
所
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
及
㎜

指
導
重
点
事
項
　
　
　
　
皿
普
㎜

一
、
耕
土
の
焙
養

　深行を

行
い
堆
厩
肥
の
質
の
よ
い

も
の
を
増
施
し
、
不
良
士
層
に
対
し

て
は
客
土
巫
は
改
良
資
材
か
、
施
用
し

て
条
件
を
改
良
す
る
。
憂
排
水
不
良

田
は
準
排
水
等
に
よ
り
地
下
水
を
排

除
す
る
。

二
、
品
　
　
種

　
経
営
、
及
び
労
働
条
件
を
充
分
考

慮
し
刈
取
適
期
を
失
わ
な
い
よ
う
に

合
理
的
に
組
合
せ
し
、
品
種
の
特
性

を
十
分
認
識
し
て
栽
培
を
行
う
。

三
、
育
　
　
苗

　
水
苗
代
を
改
良
苗
代
に
切
換
え
、

坪
当
種
量
を
一
合
程
度
に
減
ら
し
、

床
作
り
に
意
を
注
ぎ
均
一
に
発
芽
さ

せ
、
育
苗
中
の
温
度
管
理
と
除
紙
期

の
誤
り
の
な
い
よ
ヶ
に
す
る
，
反
種

籾
の
完
全
消
毒
を
け
い
、
ク
ン
タ
ン

を
適
螢
か
け
簡
易
折
衷
苗
代
で
は
防

鳥
網
の
張
り
万
を
完
全
に
す
る
。
又

苗
代
様
式
別
や
段
播
段
植
に
よ
り
適

期
植
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

四
、
施
　
　
肥

　
耕
運
機
で
代
掻
を
す
る
時
は
、
流

水
を
せ
す
施
肥
し
た
後
行
い
肥
料
の

流
亡
を
防
止
す
る
。
牛
育
を
均
一
に

し
病
害
虫
発
生
を
防
止
の
た
あ
、
全

層
ま
た
は
下
層
施
肥
（
下
層
施
肥
器

活
用
）
を
す
る
。
契
中
間
追
肥
を
廃

止
し
計
画
的
の
穂
肥
を
活
用
す
る
。

五
、
用
水
管
理

　
気
象
や
土
地
条
件
、
生
育
状
況
な

ど
を
考
慮
し
て
用
水
管
理
の
合
理
化

を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
保
水
力
の

高
い
水
田
、
老
朽
化
水
田
、
泥
炭

田
、
不
良
温
田
は
．
夏
季
面
田
歪
水
の

停
滞
は
水
温
を
必
要
以
上
に
高
め
籔

類
の
繁
殖
を
促
し
て
よ
ご
れ
、
酸
素

要
征
量
も
少
く
根
の
健
全
化
か
．
阻
害

し
、
根
腐
を
引
起
し
穂
重
を
低
下
さ

せ
る
原
因
と
な
る
の
で
努
め
て
換
水

を
す
る
。
一
般
に
幼
穂
形
成
期
以
降

掛
流
し
や
、
間
断
排
水
が
よ
い
と
い

わ
れ
る
が
、
浅
耕
田
、
排
水
良
改
田

一！

公

告

　十日

町
小
学
校
女
舎
一
部
（
中
絞
舎
西
側
）
の
建
物
を
左
記
に
ょ
り

公
売
い
た
し
ま
す
。

甲
、
入
札
に
付
す
る
建
物

　
（
イ
）
所
任
地
サ
†
日
町
市
辰
甲
八
O
八
番
地

　
（
ロ
）
建
物
坪
数
　
木
造
亜
鉛
鉄
板
葺
二
階
建
一
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
坪
…
七
七
坪
、
延
坪
…
一
五
二
坪
）

二
、
入
札
期
日
昭
和
三
六
年
三
月
三
日

　
▽
現
場
説
明
H
午
前
十
時
▽
入
札
（
現
場
）
“
午
前
十
一
時

三
、
契
約
条
項
、
そ
の
他

　
細
部
に
つ
い
て
は
入
札
当
日
説
明
い
た
し
ま
す
。
　
へ
照
会
に
つ
い
て

は
箭
役
所
財
政
課
に
お
問
合
ぜ
下
さ
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

な
ど
は
、
常
に
酸
素
含
簾
が
多
い
か

ら
行
わ
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

で
は
出
穂
二
十
五
日

経
過
後
排
水
し
、
排
水
不
良
田
や
降

水
量
の
多
い
年
は
早
目
に
落
水
を
竹

う
と
よ
い
。

六
、
中
耕
除
草

　
　
　
　
　
（
特
に
ヒ
エ
防
除
）

　
遅
く
迄
除
草
機
を
便
用
す
る
と
生

理
を
害
す
る
か
ら
田
植
後
二
週
閲
位

迄
に
除
草
機
を
利
用
す
る
よ
う
に
し

止
草
を
出
穂
前
三
十
日
前
後
に
行
な

う
。
ヒ
エ
除
章
剤
は
田
植
前
使
用
の

も
の
ζ
、
本
年
初
め
て
粥
販
さ
れ
る

粒
状
の
ま
ま
田
植
後
一
週
間
以
内
に

除
草
し
た
直
後
撒
布
出
来
る
も
の
が

出
現
し
た
特
に
P
C
P
の
使
用
に

当
っ
て
は
魚
類
等
に
被
害
を
興
え
な

い
よ
う
に
留
意
づ
る
こ
と
。
な
お
二

四
D
や
M
C
P
の
除
草
剤
便
用
に
当

っ
て
は
効
果
の
挙
る
場
合
の
み
使
用

す
る
よ
う
計
画
す
る
。

七
、
病
　
害
　
虫

　
病
害
で
は
、
い
も
ち
病
、
紋
枯
病

害
虫
で
は
二
化
螺
虫
、
う
ん
か
類
、

ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
等
に
重
点
を
謎

き
、
早
期
発
見
に
よ
っ
て
、
少
な
い

面
積
や
労
力
と
薬
剤
費
で
防
除
の
共

同
化
に
よ
っ
て
生
産
費
の
軽
減
を
は

か
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
精
に
ヒ

メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
防
除
に
つ
い
て
は

田
植
後
十
日
項
迄
に
終
ら
ね
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

八
、
産
米
改
良

　
乾
燥
、
調
整
、
包
叢
、
容
鍬
等
に

一
層
の
注
意
を
は
ら
い
、
雇
米
声
価

を
挙
げ
る
。
特
に
食
昧
、
米
質
の
よ

い
も
の
を
販
売
し
、
こ
れ
に
次
ぐ
も

の
は
、
自
塚
用
と
す
る
よ
う
に
す

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

§踊蛎

ホセ誰

‘

長岡地震義援金品2月2日早朝長岡市

募集について　　　川西北区で発生し

た地震は死傷24名、倒壊家屋500戸に及び．

折りから豪雪もあり罹災者の窮状は察するに

余りある状況であります。つきましては、こ

れら罹災者に対し下記要領により義援金品を

募集いたします。

募集期間　2月3日より2月末日まで

　受付窓口　市役所福祉事務所

調理師試験の実施

　日　時　昭和36年3月26日午前9時半

　場所新潟市、新発田市、長岡市、高田市

　受験願書堤出期限

　　　昭和36年2月28目午後4時まで

　願書提出先　十日町保健所

提出書類　受験願書、履歴書、実務経験年

　　　　数証明書、戸籍抄本、写　真、

　　　　500円の証紙各一部
　受験資格　調理師法施行規則第4条の施設

　　　　又は営業所において食品調理に

　　　　従事し2年以上の経験のあるも

　　　　ので高等学校の入学資格者並び

　　　　に旧制中学校二年または小学

　　　　校のの高第科卒業者。

　備考・・ったん納入した手数料はいか

　　　　なる理由があっても還付しない

電話について1．田沢局および
　土市局との即時通話の開始が延期になり

　ました。かねて準備中の田沢局及び土市

　局との即時通話の開始は郵政側からの移

　管に伴う諸手続が進まない為に1カ月か

　ら2カ月程度延期される見込ですから悪

　しからずご了承をお願いします。

　　尚開始の時期は決定次第早急にお知ら

　せいたします。

2。受話器をはずし放しにしないように願い

　ます。

　近ごろ電話器の送受話器をはずしている

　方が多いようです。これは機械の故障を

　招き、よそからどんな急用や重要な電話

　があっても話中の状態になっていますか

　　らベルが鳴りません。受話器は必ずよく

　かけておくようお願いします。
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h
雪
ま
つ
り
迫
る
、

　

二
　
多
彩
な
前
夜
祭

こ二
”
旨
”
旨
織
物
求
評

　
恒
例
の
第
士
面
鶉
ま
つ
り
は
、

い
よ
い
よ
来
る
十
八
、
九
日
の
二
日

間
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
冬
ぽ
幸

い
雪
に
恵
ま
れ
呼
び
も
の
の
雪
の
芸

術
展
は
例
年
に
な
い
力
作
が
登
場
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

行
事
は
前
夜
祭
の
雪
上
き
も
の
シ
ョ

ー
、
讐
上
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
東
京
児

童
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど
一
百
目

は
市
民
ス
キ
ー
大
会
、
歌
謡
演
輩
、
瓜
と

多
彩
な
各
種
行
事
が
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
方
本
年
は
初
夏
、
盛
夏

織
物
求
評
会
が
関
東
、
関
西
の
商
社

を
招
き
盛
大
に
開
か
れ
雪
の
祭
典
は

一
段
乙
賑
や
か
な
も
の
に
な
り
そ
う

で
す
。

◎
一
脚
月
十
八
日

初
夏
、
盛
夏
織
物
求
評
会

午
後
二
時
か
ら
四
時
半
ま
で
織
物
組

A・

雪
ま
つ
り
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

午
後
五
時
か
ら
絨
物
組
合
ホ
ー
ル
で

約
三
百
、
五
十
名
を
招
待
し
て
祭
典
を

祝
う

雪
ま
つ
り
前
夜
祭

午
後
六
時
半
か
ら
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
雪
上
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
豪
華
け

ん
ら
ん
の
行
事
が
つ
ぎ
の
と
お
り
展

開
さ
れ
ま
す

O
「
コ
ー
ラ
ス
」
午
後
六
時
四
十
分

か
ら
N
H
K
久
保
木
ア
ナ
の
司
会
で

東
京
放
送
児
童
合
唱
団
が
出
演
”
五

ツ
木
の
子
守
歌
”
”
宇
宙
船
シ
リ

カ
、
”
雪
山
讃
歌
“
な
ど
を
う
た
う

O
「
雪
上
き
も
の
シ
ョ
ー
」
午
後
七

時
十
分
か
ら
雪
の
ス
テ
ー
ジ
で
東
京

京
都
、
冨
士
フ
イ
ル
ム
か
ら
の
モ
デ

ル
十
二
名
に
よ
り
十
日
町
織
物
の
美

し
い
き
も
の
を
紹
介
致
し
ま
す
．

O
「
十
日
町
民
謡
地
元
十
日
町
繊
維

工
藁
労
働
組
合
女
子
職
員
五
十
名
の

出
演
で
十
日
町
サ
ッ
テ
モ
節
、
深
雪

甚
旬
な
ど
を
唄
う

O
「
紋
紙
ま
つ
り
」
午
後
七
時
五
十

分
か
ら
八
時
ま
で
恒
例
の
級
紙
供
養

の
焼
納
が
行
わ
れ
る

O
「
雪
上
花
火
」
午
後
七
時
五
十
分

か
ら
ス
タ
ー
マ
イ
ン
ニ
発
打
上
げ
ら

れ
男
国
の
夜
空
を
彩
る

0
「
フ
イ
ナ
ー
レ
」
モ
デ
ル
、
合
嘔

会
も
、
－
粕

団
な
ど
全
員
で
終
幕
を
飾
る

◎
二
月
十
九
日

雪
の
芸
術
展

午
前
六
時
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
午
後

一
時
頃
発
表
と
授
賞
式

初
夏
、
盛
夏
織
物
求
騨
会

午
後
一
時
か
ら
四
時
き
で
授
賞
、
指

導
座
談
会
が
組
合
で
行
わ
れ
ま
す

写
真
撮
影
大
会

富
士
フ
イ
ル
ム
の
モ
デ
ル
を
招
き
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
一
で
十
筒

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
撮
影
大
会
が

行
わ
れ
ま
す

日
報
歌
雁
バ
ラ
イ
テ
ィ

午
後
一
時
か
ら
十
日
晴
小
学
校
下
の

運
動
場
で
加
藤
満
雄
の
歌
と
軽
音
楽

松
旭
斉
天
洋
の
奇
術
そ
の
他

市
民
ス
キ
ー
大
会

十
日
町
ス
キ
ー
協
会
主
催
で
午
前
十

時
吉
田
中
学
校
に
集
合
午
後
一
時
か

ら
橿
現
山
で
競
技
開
始

絵
画
展

十
日
町
絵
画
ク
ラ
ブ
主
催
で
午
前
八

時
か
ら
市
役
所
会
議
塞
で
午
援
四
時

半
ま
で
開
か
れ
ま
す

夜
問
ス
キ
ー

午
六
後
時
か
ら
愛
宕
山
で
行
わ
れ
ま

す【
写
真
は
高
さ
十
四
耕
巾
四

〇
材
の
馨
の
ス
テ
ー
ジ
“
十

高
染
織
科
製
作
肚
】

1
大
作
が
ぞ
く
ぞ
く

雪
の
芸
術

　
雪
ま
つ
り
の
最
大
の
呼
び
も
の
雪

の
芸
術
展
は
十
九
日
幕
あ
け
し
ま
す

が
十
三
日
現
任
雲
ま
つ
り
扇
務
局
に

申
込
ん
だ
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

更
に
相
当
数
出
品
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
「
怪
獣
黄
金
時
代
」
田
中
丞
通
り

◎
「
富
獄
」
諏
訪
町

◎
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
　
（
絹
の
道
）

　
滝
反
．
K
K

◎
「
ほ
ん
や
ら
洞
の
春
し
青
年
学
級

◎
歌
麿
を
描
く
女
」
高
田
町
三

◎
「
真
珠
一
湾
」
水
町
六

◎
「
平
和
へ
の
願
い
」
ボ
ー
イ
・
ス

　
．
カ
ウ
ト

◎
「
七
ッ
釜
の
伝
説
」
高
田
町
一

◎
「
雲
嵩
石
窟
し
稲
荷
町
三

刷

◎
「
こ
の
年
で
仏
心
と
は
」
昭
和
町
四

◎
「
安
全
運
転
」
職
業
訓
練
所

◎
「
雪
の
夜
話
」
川
原
町

そ
の
他
本
町
二
、
西
．
寺
町
が
参
加
。

届
出
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
　
H
国
民

一
、
国
民
年
金
の
届
出
は
お
済
み
で
、

し
ょ
う
か
。
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
で
未
だ
届
出
の
す
ま
な

い
方
は
事
務
処
理
に
困
難
を
き
た
し

ま
す
の
で
二
月
末
日
迄
に
是
非
届
出

を
す
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

尚
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
朋

治
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
任
意
加
入
の
で
き
る
人

は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
届
出
を
し

な
い
と
加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら
御
注
意
下
さ
い
．

二
、
既
に
一
部
の
方
た
に
は
国
民
年

金
手
帳
を
お
渡
し
し
て
あ
り
ま
す
が

こ
の
取
扱
は
次
の
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

①
手
帳
の
番
具
、
は
一
生
か
わ
り
ま
せ

　
ん
。

②
保
険
料
を
納
め
る
と
き
や
保
険
料

　
の
免
除
申
請
を
す
る
と
き
は
必
す

　
手
帳
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
保
険

　
料
の
徴
収
は
四
月
か
ら
始
め
ら
れ

　
ま
す
．

③
氏
名
、
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
と

　
き
厚
生
年
金
そ
の
他
国
民
年
金
以

辞“”
　
雪
ま
つ
り
期
間
中
に
お
け
る
い
ろ

い
ろ
の
事
故
防
止
の
た
め
十
日
町
警

祭
署
や
雪
ま
つ
り
．
委
員
会
で
は
つ
ぎ

の
、
事
に
つ
い
て
警
告
並
び
に
ご
協
力

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
互

に
充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
、
前
夜
祭
当
夜
は
食
場
の
十
高
グ

　
ラ
ン
ド
が
数
万
の
観
衆
で
埋
ま
り

　
　
　
雪
の
芸
術
展
懸
賞
募
集

一
、
要
領
規
定
の
投
票
用
紙
に
金
賞
一
席
の
作
品
番
号
も
し
く

　
　
　
　
　
　
は
作
品
名
を
明
記
。
住
所
、
氏
名
を
記
入
。

二
、
投
票
所
駅
前
案
内
所
・
＋
日
町
新
聞
社
前

　
　
　
　
　
　
　
（
投
票
用
紙
は
石
に
あ
り
ま
す
）

三
、
〆
切
二
月
＋
九
日
正
午
ま
で

四
、
発
表
十
日
町
新
聞
社
前
・
鱈
ま
つ
り
事
務
局
前

五
、
賞
　
品
一
等
ム
名
、
二
等
…
一
茗
、
三
等
…
＝
茗
、
残
念

　
　
　
　
　
　
賞
…
一
二
十
名

　
尚
賞
品
引
換
は
商
工
会
議
所
内
雪
ま
つ
り
事
務
局
、
正
解
者
名
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

最
も
危
険
性
が
あ
る
の
で
現
場
の

会
場
警
備
員
の
指
示
に
従
っ
て
行

動
を
す
る
こ
と
。

二
、
市
街
地
が
雪
の
た
め
に
道
巾
が

せ
ま
く
な
っ
て
い
る
た
め
各
戸
で

道
を
広
げ
て
通
行
人
が
歩
き
易
い

　
よ
う
に
整
備
し
て
お
く
こ
と
。

三
、
人
出
の
多
い
場
所
に
は
ス
リ
が

　
お
り
ま
す
か
ら
フ
ト
コ
ロ
に
ご
用

心
。

四
、
ま
つ
り
に
は
塚
を
留
守
に
し
勝

　
ち
。
戸
締
り
を
忘
れ
ず
、
空
巣
や

　
火
の
元
に
注
意
す
る
こ
と
．

五
、
市
街
地
で
は
バ
イ
ク
が
走
っ
て

　
お
り
ま
す
の
で
、
交
通
道
徳
を
守

　
り
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
特
に
小
さ
な

　
ヱ
供
の
い
る
家
庭
で
は
気
を
配
り

　
ま
し
ょ
う
。

六
、
イ
ン
チ
キ
露
店
商
に
引
っ
か
か

　
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

年
金
“

　
外
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
と
き

　
反
は
死
亡
し
て
被
保
険
者
の
資
格

　
を
失
っ
た
よ
う
な
と
き
は
手
帳
を

　
つ
け
て
二
十
日
女
は
十
四
日
以
内

　
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

④
手
帳
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
り

　
ま
し
た
ら
肩
ち
に
申
出
て
下
さ
い

⑤
以
上
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
つ
い

　
て
届
出
や
申
請
に
は
必
す
手
帳
を

　
持
参
し
、
失
く
し
た
り
．
破
っ
た

　
り
し
た
と
き
は
再
交
付
を
う
け
て

下
さ
い
。

⑥
今
年
の
四
月
一
日
以
後
に
満
二
十

　
才
に
達
す
る
人
は
二
十
才
に
達
し

　
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
届
出
を

　
し
て
下
さ
い
。

臨
時
列
車
五
本

男
ま
っ
り
期
間
中
国
鉄
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
臨
時
列
車
を
増
発
運
転
い

た
し
ま
す
。

◎
川
口
発
十
一
時
二
十
分
十
日
町
着

　
士
蒔
六
分
（
十
八
日
の
み
）

◎
十
日
町
発
二
十
時
四
十
分
川
口
着

　
二
十
一
時
十
九
分

◎
十
日
町
発
二
十
二
時
三
十
分
川
口

　
着
二
十
三
時
二
分

◎
十
日
町
発
二
十
一
時
十
五
分
森
宮

　
野
原
着
二
十
二
時
二
十
分

◎
森
宮
野
原
発
十
九
時
二
十
分
十
日

　
町
着
二
十
時
二
十
分
（
十
八
日

　
の
み
）
。

請求はお早く引揚者給付金及び
引揚者遺族給付金の請求最終期限が本年の5

月16日迄ですから該当者は至急請求して下さ

い。本年5月17日以後は無効でありますから

不明の点は福祉事務所迄御問合せ下さい。

末
請
求
者
は
届
出
を

　
　
　
　
　
旧
軍
人
軍
属
恩
給

　
旧
恩
給
既
裁
定
者
の
請
求
は
昨
年

七
月
末
日
を
以
っ
て
完
了
し
ま
し
た

が
、
昭
和
二
十
一
年
勅
命
第
六
六
八

号
施
行
前
（
軍
八
恩
給
廃
止
前
）
に

お
い
て
傷
病
年
金
裁
定
の
際
普
通
恩

給
を
併
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
傷

病
年
金
の
年
額
が
所
定
の
額
の
一
〇

〇
分
の
七
五
の
裁
定
を
う
け
た
も
の

は
普
通
恩
給
既
裁
定
と
し
て
請
求
権

が
あ
り
ま
す
か
ら
庄
記
に
該
当
し
て

い
る
と
恕
わ
れ
る
方
は
至
急
請
求
し

て
下
さ
い
。

　
　
記

一
、
請
求
し
た
が
世
詰
課
奨
は
恩
給

　
局
か
ら
「
既
裁
定
の
學
実
な
し
」

　
と
し
て
返
送
さ
れ
た
も
の
。

二
、
請
求
書
を
提
出
し
た
が
棄
却
の

　
裁
定
を
受
け
た
も
の
。

再
起
を
誓
い
善
行
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ッ
屋
の
俵
山
さ

　
昨
年
十
二
月
二
十
七
出
よ
り
穎
潟

地
方
を
襲
っ
た
豪
雪
に
よ
り
国
鉄
ダ

イ
ヤ
の
混
乱
立
住
生
に
よ
り
正
月

帰
省
の
旅
客
に
対
し
天
変
な
状
況
を

呈
し
ま
し
た
そ
の
時
当
地
方
の
旅
客

の
一
行
三
十
五
、
六
名
が
十
二
月
三

十
一
日
塩
沢
よ
り
栃
窪
峠
越
え
を
強

行
積
雪
の
た
め
歩
、
行
困
難
に
落
ち
入

り
遂
に
遭
難
事
故
を
発
生
し
正
月
元

旦
禾
明
十
日
町
警
察
署
、
十
日
町
消

防
団
、
十
日
陶
病
院
等
救
援
に
趣
い

て
遭
難
者
の
救
出
を
図
り
ま
し
た
。

ご
の
と
き
六
箇
ニ
ツ
屋
部
落
俵
山
芳

一
さ
ん
（
二
五
）
は
東
京
杉
並
区
国
立
東

京
光
朗
療
マ
ッ
サ
ー
ジ
堂
園
に
勉
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

中
の
と
こ
ろ
折
良
く
帰
省
し
て
お
り

遭
難
者
の
救
援
に
応
援
出
頃
の
腕
前

を
発
揮
凍
傷
者
に
対
し
医
師
の
到
着

ま
餐
に
熱
心
に
治
療
に
つ
と
め
た
。

俵
山
芳
一
さ
ん
は
俵
山
増
太
郎
さ
ん

の
五
男
で
去
る
昭
和
三
十
四
年
一
月

一
一
十
三
日
た
ま
た
ま
山
梨
県
に
出
稼

ぎ
県
営
発
電
所
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
作

業
に
従
串
中
事
故
に
よ
り
気
の
毒
に

両
眼
失
明
一
時
は
悲
嘆
の
涙
に
明
暮

れ
し
ま
し
た
が
部
落
民
の
温
い
同
情

に
再
起
を
決
意
場
伍
前
記
光
明
景
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
修
得
に
努
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
に
つ
い

て
感
謝
状
を
贈
る
予
定
で
す
．
、

票’鍔諜轟鰐
《
霧
§
、
態
§
、
ミ
回
§
§
h
ミ
h
ミ
h
§
h
§
旨
§
§
、
ミ
い
ミ
い
ミ
§
い
ミ
R
ミ
』
ミ
い
、
ミ
噛
、
§
h
ミ
い
ミ
h
§
ミ
．

に
あ
る
、
東
下
組
小
学
校

は
漉
野
部
落
三
六
戸
、
、
平

部
落
一
五
戸
、
慶
地
部
落

四
四
戸
、
二
平
部
落
五
四

戸
、
願
入
部
落
二
七
戸
の

計
一
七
六
戸
の
子
供
達
を

収
容
す
る
学
校
で
昨
年
度

へ
き
地
一
級
地
に
認
定
さ

れ
た
学
校
で
ご
ざ
い
ま

す
。

下
条
か
ら
続
い
て
い
る
細
い
高
低

の
あ
る
市
道
を
辿
り
側
之
山
部
落
を

過
ぎ
平
部
落
を
左
に
見
て
漉
野
部
落

に
至
る
と
、
緑
の
森
に
か
こ
ま
れ
た

極
め
て
環
境
の
よ
い
高
台
に
昭
和
三

十
年
度
増
改
築
さ
れ
た
学
校
が
さ
ざ

い
ま
す
。
更
に
市
道
は
漉
野
、
平
、

願
入
部
落
へ
と
三
方
向
に
通
じ
て
．
、

谷
を
わ
た
り
北
魚
堀
之
内
町
に
、
山

を
越
え
て
は
小
千
谷
市
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。
未
だ
バ
ス
の
開
通
が
な
い

の
で
子
供
逮
は
一
日
も
早
く
バ
ス
の

開
通
を
ま
ち
わ
び
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
た
〉
今
市
当
局
の
お
力
添
え
に

よ
り
市
道
の
整
備
が
進
行
中
で
あ
り

ま
す
の
で
数
年
後
に
は
バ
ス
開
通
も

実
現
す
る
こ
と
で
乙
ざ
い
ま
し
ょ
う

冬季分校が3力校開設

さ
れ
る
の
で
．
十
二
月
か

ら
翌
年
三
月
末
ま
で
は
、

仲
よ
し
で
あ
っ
た
子
供
達

は
四
つ
の
校
舎
に
分
散
し

て
、
学
校
牛
活
を
過
す
こ

と
に
な
る
の
で
、
ご
ざ
い
ま

す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
冬
季

分
校
は
施
設
設
備
が
極
め

て
劣
悪
で
あ
り
、
教
育
の
環
境
と
し

て
は
不
適
格
で
あ
り
ま
す
。
分
校
開

設
の
前
日
に
は
父
兄
の
ご
協
力
に
よ

り
、
校
具
や
整
具
を
本
校
か
ら
分
割

し
て
運
搬
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
他

あ
あ
ゆ
る
面
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
開
設
い
た
し
て
居
る
次
第
で
乙
ざ

い
ま
す
。
誠
に
地
域
性
か
ら
受
け
る

制
約
に
は
今
の
と
こ
ろ
解
決
の
出
来

な
い
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
是
等
の

問
題
が
午
供
達
の
成
長
に
瞳
害
の
あ

る
こ
と
を
懸
念
い
た
し
て
居
り
ま

す
。

　
四
月
の
新
年
度
単
式
学
習
で
新
し

い
希
望
を
目
ざ
し
て
仲
間
作
り
に
努

力
し
た
。
四
年
牛
以
下
の
午
供
達
は

十
二
月
に
は
い
る
と
四
つ
の
校
舎
に

分
散
し
て
複
式
学
習
に
な
る
の
で
、

教
師
の
指
導
上
に
も
、
子
供
の
学
習

上
に
も
、
そ
の
負
担
と
障
害
が
多
い

の
で
、
幾
分
で
も
其
等
を
軽
減
す
る

よ
う
に
と
念
じ
て
、
教
育
課
程
の
面

で
は
国
語
、
算
数
の
ほ
か
は
一
、
二

年
庄
、
三
、
四
年
生
の
二
学
年
づ
つ

す
る
た
め
の
家
族
会
議
の
持
ち
万
等

に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
母
親
学
級
叉

は
学
級
P
T
A
等
で
研
究
協
議
し
，

当
校
の
教
育
目
．
標
で
あ
る
「
進
ん
で

学
び
、
正
し
い
言
葉
を
使
い
ま
し
ょ

う
」
の
ね
ら
い
酉
あ
る
「
よ
い
子
」

「
で
き
る
子
」
「
つ
よ
い
子
」
の
育

成
に
努
力
を
重
ね
て
居
り
ま
す
。
尚

巫
本
校
と
分
校
と
の
連
絡
打
合
せ
の

面
で
は
、
幸
に
各
部
落
に
同
一
回
路

の
電
話
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
活
用

下
條
の
山
地
に
あ
る

　
　
　
東
下
組
小
学
校
の
あ
れ
こ
れ

の
指
導
内
容
を
統
合
い
た
し
ま
し
て

A
年
度
用
と
B
年
度
用
と
か
．
構
成
い

た
し
ま
し
て
、
楽
し
く
分
校
で
の
学

習
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
り

に
努
力
を
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
叉

生
活
指
導
の
面
で
は
、
兎
角
山
間
へ

き
地
の
午
供
は
闘
い
の
な
い
心
の
持

ち
主
に
な
り
が
ち
の
よ
う
で
あ
る
の

で
、
常
に
「
明
る
い
伸
女
と
し
た
潤

い
の
あ
る
学
校
で
あ
る
よ
う
に
」
と

念
じ
て
、
子
供
達
の
躾
の
仕
方
や
、

家
庭
に
お
け
る
八
間
関
係
を
明
る
く

い
た
し
ま
し
て
、
時
間
を
定
め
て
相

互
運
絡
と
協
議
を
行
い
、
毎
日
の
学

習
指
導
上
の
問
題
、
翌
日
の
予
定
等

の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
打
合
せ

を
い
た
し
ま
し
て
、
分
校
に
於
け
る

悪
条
件
を
幾
分
で
も
軽
く
す
る
よ
う

に
と
努
力
を
い
た
し
て
居
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

中学の分

校が併置

さ
れ
て
い
る
。
小
学
校

は
山
ハ
学
級
で
児
庫
里
数
一

七
四
名
、
中
学
の
分
校

は
三
学
級
で
生
徒
数
九

九
名
、
計
二
七
三
名
が
、
同
一
校
舎

で
学
習
を
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

　
尾
内
運
動
場
、
音
楽
室
礼
法
室
は

共
有
で
あ
り
、
教
育
上
必
要
で
あ
る

特
別
教
室
も
殆
ん
ど
な
く
図
書
舘
は

階
段
下
を
、
保
健
墨
は
廊
下
の
一
隅

を
活
用
し
て
い
る
よ
う
な
実
状
で
ご

ざ
い
ま
す
。
教
職
員
は
小
学
校
は
七

名
、
中
学
の
分
校
は
四
名
、
計
十

一
名
で
毎
日
同
じ
教
務
室
不
響
頑
張
っ

て
居
り
ま
す
。

　
当
校
の
教
育
の
成
果
は
職
員
の
大

和
の
精
神
と
小
、
中
学
校
の
一
体
化

の
如
何
に
あ
る
の
で
、
職
員
の
朝
礼
、

終
礼
は
同
時
に
実
施
し
、
毎
日
の
種

六
の
連
絡
打
合
せ
と
研
究
討
議
を
行

い
、
民
主
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
す

よ
う
に
努
力
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

奨
職
員
は
殆
ん
ど
．
区
域
外
の
遠
万
か

ら
の
者
で
あ
り
、
単
身
赴
任
者
が
多

い
の
で
す
が
幸
に
教
目
住
宅
の
二
棟

に
入
居
し
、
共
同
炊
事
を
行
い
、
各

六
が
ダ
食
後
の
懇
談
に
よ
り
朋
日
へ

の
活
力
を
充
実
さ
せ
て
居
り
ま
す
の

で
相
互
の
人
間
関
係
が
深
ま
り
、
人

の
和
が
愈
女
好
ま
し
い
万
向
に
高
ま

り
つ
つ
あ
る
次
第
．
、
、
』
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
反
職
員
の
気
分
転
換
の
た
め
に

土
曜
、
日
曜
は
つ
と
め
て
長
岡
、
十

日
町
力
面
ヘ
レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ
ン
に

出
同
い
て
い
た
だ
き
、
所
謂
「
へ
き

地
ぼ
け
」
を
ぶ
っ
と
ば
し
て
居
り
ま

す
。
幸
に
子
供
達
は
や
＼
積
極
性
に

乏
い
が
、
従
順
で
明
朗
で
あ
り
、
地

域
社
会
も
教
育
優
先
を
モ
ッ
ト
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘
朋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟

し
て
学
校
教
育
の
向
上
充
実
を
切
望

し
つ
つ
、
教
職
員
に
協
力
し
て
下
さ

い
ま
す
の
炬
、
小
中
学
校
の
職
員
の

和
と
教
育
愛
ど
を
基
盤
に
い
た
し
ま

し
て
、
よ
り
よ
い
東
下
組
の
午
供
達

に
成
長
す
る
よ
う
に
と
祈
念
い
た
し

て
居
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

製轟
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東下組小学校全景


